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 要 旨   
 ヒトにおける 25 種類の苦味受容体とその遺伝子（TAS2R）は高度なアレル変異を含み、

食料の苦味成分への反応に影響を与える可能性がある。1 つの苦味成分の苦味認識に基づく

表現型と食嗜好への関連が 50 年以上前に報告されている。もっともよく研究されているの

がプロピルチオウラシルであり、TAS2R38 やその他によって影響が媒介されている。平均

年齢 40.9 歳の 96 名の成人について、TAS2R 変異と苦味飲料の感覚、好み、摂取の関係を

調べた。TAS2R3、TAS2R4、TAS2R5 のハプロブロックがエスプレッソコーヒーの苦味へ

の多様性に関連していた。グレープフルーツジュースは TAS2R19 の SNP が苦味感覚の増

加と好みの低下に関係した。TAS2R16 の SNP とアルコール摂取の関係が認められ、

TAS2R38 とアルコール摂取との関係も確認された。TAS2R 多型は飲料の感覚、好み、摂

取に影響を与えることが明らかになった。既存のリガンドが不明な場合に食品や飲料を用

いて行う研究も有用と思われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 




